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八
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定

例
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一議
バ
ン
）

ム

象ヽ
８
年
熊
本
壇
震
で
戯
催
に
な
ら
歿
六
方
々
を
悼
み
，
全
員
で
ス
と
う

。

一
．
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今
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％
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新
地
夫
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絡
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広
報
，
い
わ
く
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」
２
４
１
骨

二
．
８
月
行
淳
キ
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％

史
例
会
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％
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リ
サ
イ
ク
ル
発
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％
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地
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確
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礼全
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％

夏
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み
ラ
ジ
オ
裕
繰
ハ
同
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（
ふ
れ
め
い
広
場
）

簗
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広
報
「
い
わ
く
ら
」
２
４
２
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ス
，
口
一覧
束
ぞ

・
む
ご
の
こ
（一な
生
ｏ
，―、
だ
よ
う

。考
永
）
装
区
連
絡
協
だ
よ
り

。
公
民
館
″
よ
り
，
し
み
ず
」

口
〓
皮
Ｖ
歌
鼻
霰
塚

ｏ
萱
わ
に
よ
る
詐
欺
に
つ
い
て

の
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
詐
欺

②
）
蘇
め察
官
詐
救

③
）
ロ
マ
ン
ズ
詐
欺

の
）
栄
電
看
で
ま
欺

⑤

サ
ポ
ー
ト
詐
欺

０
非
藤
で
な
の
醗
発
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つ
い
マ

ｏ
２
曰
の
参
加
者
か
負
“
配
布

ｏ
薇
こ
ふ
ね
あ
い
秋
祭
り
に
つ
い
マ

・
ρ
員
Ｚ
ヨ
含
）
麻
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口
小
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ｏ
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捩^
夫
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員
フ
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て
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月
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含
）
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崎
～

碁
生
資
源
物
環
団
回
収
益
全

（
公
民
．年
）

々
月
‥
上

´
（
、
一
八
二
Ｒ

考
猾
・リ
サ
イ
ク
ル
清
勃

８
月
２
０
火
公
園

・周
辺

考
獲
八
び
占
不́
疵
の
目
１
の
徐
一ネ
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口
収
車
小
ら
術
開
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・
安
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次
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｀
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話*斗をつヾ未払い〔くな,マ ヽ`るとい,

rt宋室諸ボなど
'で
寸.

電話でお全の話が虫rてら詐欺ぞす。

すぞ|(電話を恢Lて くだ
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省 現
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==コ

口■

早
・鶉
６
崎
総
分
．
大
人
∞
為
子
ぃと
Ｄ

”
Ｚ
が
●
公
園
に
集
（
し
．
ラ
ジ
オ
ケ

う
流
れ
る
者
条
で
ガ
“
合
わ
せ
て
．
朝

の
さ
わ
や
”
な
空
気
を
肛
“
駆
じヽ
ヤ
が

ら
″
・び
ノ
ヽ
と
体
を
効
か
し
．
気
者
ち

の
い
い
ひ
ど
嗜
を
過
ご
し
ま
し
な
。

終
了
教
．
由
席
オ
＾
費
に
参
″
省
が

，晨
さ
れ
ま
し
た
。

皆
力
の
ス
台
治
ハ
歌

の
　

　

さ
ん

よ
り

．
早
た
き
が
で
き
た
が
，
ヒ
に
い

く
る
一い
っ
た
′
・

ラ
ジ
オ
体
繰
に
つ
い

21
8

綺
公
園

マ
周
つ
か
う
の
晉
僣
．０
な
い
し
、
協
カ

の
。
子
ど
０
の
参
加
０
多
く
て
よ
か
っ

た
。
大
人
に
お
互
い
の
夜
一々
を
確
か
め

Ｌ
Ｌ
‥

わ
り

十
歳
経
マ
ふ
女
た
び
の
地
震
酷
暑
い
な
　

繁
え

〈ァ
ロ
は
贅
震
・の
り
が
多
い
，
な
。
前
口
の
地
震
小
ら
十
年
を
経
マ
で
ｋ
一震
晨

７
の
機
４
が
熊
本
監
象
，
た
。
徘
り
は
身
近
な
ふ
ネ
孝
き
詠
む
専
い
ら
勢
い
及

り
も
，
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

雪

さ
い
ヒ
ゃ
っ
ぽ
り
の
交
猪

し
た
一気
崎
多
鵞
素
嵐

に
詠

ん
だ
△
フ
な
ら
．．マ
は
の

一
句
．
蛯
・震
ヒ
酵
暑
の
工
密
・蘇
至
で
史
ぼ
の
よ
う
な
光
景
ゲ
諄
小
ぶ
。

今
年
か
ら
気
温
わ
皮
双
ム
を
酷
暑
３
ヒ
言
う
が
緋
り
に
は
な
語
と
し
て
え
々

め
，
た
言
葉
で
あ
る
。
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酷
暑

Ｉ
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語

ごミン
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Ｉ
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′
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場
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。

公
民
奪
殺
”ス
の
奇
派

諄
・備
・
運
そ

そ
し
て
後
僣
家
■
．‘

な
い
へ
ん
お
疲

ま
で
し
な
。

従
曰̈
読
者
文
芸

（徘
り

８
・２２
付
）

極
楽

ど
つ
ぶ
ぐ
く
４
の
昼
寝
か
な

（
何
輩
　
　
　
　
　
さ
ん
）

歎
７
そ
で
０
８
〆
し
が
強
く
．
鈴
革

作
業
０
掟イ
で
に
あ
り
含
ゼ
ん
。
そ
れ
ぞ

ウ
サ
通
に
窄
第
ボ
や
び
て
い
る
の
は
．

す
い
て
い
て
カ
ニ
寃
いヽ
ぅ
兄
マ
０
１
‥。
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